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1 TL1 の概要

Transaction Language 1（TL1; トランザクション言語 1）は、American Standard Code for Information

Interchange（ASCII; 米国規格協会情報交換標準コード）に基づき、Operations Support System（OSS; オ

ペレーション サポート システム）による Network Element（NE; ネットワーク要素）とそのリソースの

管理に使用される指示（メッセージ）セットです。TL1 は、オペレーティング システムと NE 間、あ

るいは作業者と NE 間でやり取りする標準的なメッセージ セットとして使用できます。

2 TL1 メッセージのタイプと例

標準定義されている TL1 メッセージは、コマンド / 応答メッセージと自律メッセージという 2 つのタ

イプに大別できます。

1. コマンド / 応答 ― ユーザによって開始されるメッセージ。2 つのメッセージの総称です。1 つは情

報を設定または取得するために NE に送信される要求メッセージ、もう 1 つは NE から返信される

応答メッセージです。応答メッセージには、完了コードまたはステータス コードと、要求された

情報が含まれています。要求メッセージ（入力メッセージ）は、NE へのコマンド メッセージの要

求部分を発行するために使用されます。コマンド メッセージはコマンド / 応答メッセージとも呼ば

れ、要求部分は入力メッセージ（OSS から NE）、応答部分は出力メッセージ（NE から OSS）です。

a. 情報設定 ― 最も単純なメッセージであり、情報を設定するか、または NE に動作を起こすよ
うに指示し、応答として結果のみ（データなし）を返します。

例：ENT-CRS-<STS_PATH>（STS クロス コネクトを生成）

b. 情報取得 ― 一部の TL1 コマンドは、情報を取得するか、または NE に情報を返すように要求
します。

例：RTRV-ALM-ALL（アクティブなアラーム状態すべての現在の状態を表示）

c. 応答メッセージ ― コマンド メッセージの応答部分は、特定の要求メッセージに対応していま
す。コマンドが成功すると、NE は COMPLD コードを含む応答メッセージを送信します。

例：

   SV192-DATA-461 2003-08-05 10:35:17

M  123 COMPLD

;



3

コマンドが失敗すると、NE は DENY コードを含むエラー応答を送信します。また、エラー

メッセージも含まれる場合があります。

例：

   SV192-DATA-461 2003-08-05 10:35:17

M  123 DENY

;

次に、標準の応答を示します。

COMPLD ― 完了

DENY ― TL1 コマンド失敗

PRTL ― 一部成功の応答。要求された動作は、指定された AID の一部で完了できますが、す

べての AID で完了することはできません。

RTRV ― 成功の応答ですが、サイズが長いため、複数の部分に分割されて返されます。それぞ

れの部分に RTRV 応答コードが含まれていますが、最後の応答には COMPLD 応答コードが含

まれます。

d. 確認応答 ― 応答には、中間的な確認応答メッセージが含まれることもあります。確認応答と
は、あるコマンドのステータスの更新を、ユーザに知らせる短いメッセージのことです。NE
へのコマンド送信後、NE が応答するまでに 2 秒を超える時間がかかると、NE は先に確認応答
メッセージを送信し、そのあとに完全な応答を送信します。Cisco ONS 15454、15327、および
15310-CL は、IP（In progress）応答だけをサポートします。

例：IP 123
          >

次に、標準の確認応答コードを示します。

IP ― In progress（進行中）

2. 自律メッセージ ― アラーム、設定変更、または状態変化の報告に使用されるメッセージ。アラー

ム状態に関連するメッセージなど、これらのメッセージの多くは、人的な介入なしで NE 自体から

自発的にトリガーされます。定期的な状態レポートやパフォーマンス データ値など、NE のユーザ

により、他のコマンドを使用してスケジュールされるメッセージもあります。自律メッセージは

ユーザが NE に発行するものではないため、入力形式や入力例はありません。

例：REPT ALM

特定のコマンドまたは自律メッセージの構文については、『Cisco ONS SONET TL1 Command Guide』
を参照してください。
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3 TL1 への接続

TL1 を使用するには、まず TL1 に接続します。TL1 への接続は、セッションごとに一度だけ必要です。

セッションとは、2 台以上のネットワーク装置間の一連の通信トランザクションのことです。TL1 への

接続方法は、CTC、Telnet、およびクラフト インターフェイス経由の 3 タイプがあります。以下のいず

れかの手順に従って TL1 へ接続してください。

CTC の起動と TL1 セッションの開始

ステップ 1 ONS ノードに接続されている PC で Netscape または Internet Explorer を起動します。

ステップ 2 Netscape または Internet Explorer の Web アドレス（URL）フィールドに、通信先ノードの

IP アドレスを入力します。

ステップ 3 CTC にログインします。タイトル バーに表示される IP アドレスは、ステップ 2 で入力し

たノードの IP アドレスと一致しているはずです。

ステップ 4 CTC にログインしたら、次のどちらかの方法で TL1 セッションを開始できます。

• Tools > Open TL1 Connection をクリックする。

• ツールバーの Open TL1 Connection ボタン  をクリックする。

ステップ 5 Select Node ダイアログ ボックスから、通信先のノードを選択します。

ステップ 6 OK をクリックします。

TL1 インターフェイス ウィンドウが表示されます。TL1 インターフェイス ウィンドウに

は、3 つのサブウィンドウ（Request History、Message Log/Summary Log、および TL1 request）

があります。TL1 request ウィンドウにはコマンドを入力します。Message Log ウィンドウ

には結果が表示されます。Request History ウィンドウでは、以前に実行したコマンドをダ

ブルクリックして、そのコマンドを再実行できます。

ステップ 7 Connect ボタンが選択されていること（灰色で表示されていること）を確認します。
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ステップ 8 これで TL1 へのログインの準備が整いました。「TL1 へのログイン」（p.8） の手順に従い

ます。

Telnet による TL1 セッションの開始

クラフト インターフェイスまたは LAN 接続上の Telnet セッションで TL1 コマンドを使用して ONS NE

と通信する場合、使用するポートをいくつかのポートから選択できます。

• ポート番号 3083 は Telnet ポートで、Telnet プロトコルと、関連する Telnet エスケープ シーケンス

を使用します。

• ポート番号 2361 は Telnet の代替ポートです。

• ポート番号 3082 は TCP/IP raw ポートです。キーボードからの入力は画面表示されず、プロンプト

も表示されません。

ステップ 1 DOS プロンプトで、cmd と入力して Enter キーを押します（Unix プロンプトでも同じ手

順を行うことができます）。

ステップ 2 DOS コマンド プロンプトで次のように入力します。

TELNET <NODE IP ADDRESS または NODE NAME> <PORT NUMBER>（続いて Enter

キーを押します。）

NODE IP ADDRESS と NODE NAME は、それぞれ通信先ノードの IP アドレスまたはノー

ド名です。PORT NUMBER には、TL1 コマンドに対応しているポート（2361、3082、ま

たは 3083）を指定します。接続に成功すると、プロンプト画面が表示されます。

ステップ 3 これで TL1 へのログインの準備が整いました。「TL1 へのログイン」（p.8） の手順に従い

ます。
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クラフト インターフェイスによる TL1 セッションの開始

ONS 15454、ONS 15327、および ONS 15310-CL

TCC2/TCC2P、XTC、および 15310-CL-CTX カードには、それぞれ ONS 15454、ONS 15327、および

ONS 15310-CL にアクセスするためのインターフェイス ポートが 2 つ組み込まれています。1 本の RJ-45

LAN 接続により、標準のブラウザ インターフェイスを使用してシステムにアクセスすることができま

す。ブラウザ インターフェイスで、ローカルとリモートの Operations, Administration, Maintenance, and

Provisioning（OAM&P; 運用管理と保守およびプロビジョニング）機能を実行できます。また、VT100

エミュレーション ウィンドウを開いて TL1 コマンドを入力することができます。ブラウザが使用でき

ない場合は、9 ピンの RS-232 ポートを使用してシステムにアクセスできます。RS-232 ポートは VT100

エミュレーションをサポートしており、ブラウザを使用しないで TL1 コマンドを直接入力できます。

ステップ 1 アクティブな TCC2/TCC2P、XTC、または 15310-CL-CTX カードの RS232-C ポートにシ

リアル ケーブルを接続します。

ステップ 2 ターミナル エミュレーション ソフトウェア（ハイパーターミナル）を次のように設定し

ます。

a. ターミナル エミュレーション = VT100

b. ビット / 秒 = 9600

c. パリティ = なし

d. ストップビット = 1

e. フロー制御 = なし

ステップ 3 Enter キーを押します。かぎカッコのプロンプト（>）が表示されます。

ステップ 4 これで TL1 へのログインの準備が整いました。「TL1 へのログイン」（p.8） の手順に従い

ます。
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ONS 15600

TSC カードには、前面プレートに RJ-45 ポートが 1 個あります。RJ-45 ポートを使用すると標準的な

Web ブラウザでシステムにアクセスできます。アクティブな TSC の RJ-45 ポートを使用してください。

Web ブラウザからは、ローカルとリモートの OAM&P 機能を実行できます。

ブラウザが使用できない場合は、Customer Access Panel （CAP; カスタマー アクセス パネル）に 2 個あ

る RS-232C ポートのうち 1 個を使用してシステムにアクセスできます。RS232-C ポートはどちらも

VT100 エミュレーションをサポートしており、Web ブラウザを使用しないで TL1 コマンドを直接入力

できます。RS232-C ポートはどちらも独立した TL1 セッションをサポートします。CAP RS232-C ポー

トは DTE インターフェイスとして設定されているので、3 対の信号線をクロスしたヌル モデム アダプ

タ が必要になります（シリアル ポートへの接続時、TXD と RXC、DSR と DTR、および CTS と RTS

ピンがクロスする）。このヌル モデム アダプタは、CAP RS232-C ポート（オス）とシリアル ケーブル

（メス）の接続に使用します。ヌル モデム アダプタのピン割り当てについては、『Cisco ONS 15600

Reference Manual』を参照してください。

ステップ 1 3 対の信号線をクロスしたヌル モデム アダプタを CAP の RS232-C ポートに接続します。

ステップ 2 シリアル ケーブルをヌル モデム アダプタと PC またはワークステーションのシリアル

ポートに接続します。

ステップ 3 次のいずれかを行います。

• PC を使用している場合は、ターミナル エミュレーション ソフトウェア（ハイパーター
ミナル）を次のように設定します。

－ ターミナル エミュレーション = VT100

－ ビット / 秒 = 9600

－ パリティ = なし

－ ストップビット = 1

－ フロー制御 = なし

• UNIX ワークステーションを使用している場合は、X-windows または端末から次の tip
コマンドを使用して接続します。

tip -9600 /dev/ttyb（または ttya。シリアル ケーブルの接続先により異なります。）

ステップ 4 Enter キーを押します。A > プロンプトが表示されます。
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ステップ 5 これで TL1 へのログインの準備が整いました。「TL1 へのログイン」（p.8） の手順に従い

ます。

4 TL1 へのログイン

TL1 に接続したあとは、TL1 にログインしてコマンドを発行します。TL1 へのログインは、セッション

ごとに一度だけ必要です。

ステップ 1 ACT-USER コマンドを発行します。

入力形式：

ACT-USER:[<TID>]:<UID>:<CTAG>[::<PID>];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、
TID に何も指定しません。

• UID は、ユーザ ID です。最大 10 文字です。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• PID は、パスワードです。最大 10 文字です。PID は暗号化され、アスタリスク（*）で
表示されます。

入力例：

ACT-USER:PETALUMA:DXT:100::MYPASSWD;

ステップ 2 コマンドが正しく完了したことを、COMPLD 応答の受信で確認します。

応答例：

   TID-000 1998-06-20 14:30:00

 M  001 COMPLD

   DXT:2003-01-02 14-04-49,0

 ;
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5 コマンドの動作とカテゴリ

TL1 セッションに接続してログインしたら、TL1 コマンドと自律メッセージを発行することができま

す。TL1 コマンドと自律メッセージを使用すれば、さまざまな動作を実行できます。必要なコマンドや

自律メッセージを正しく判断するには、まず行う動作を明確にします。表 1 に示すように、すべての

コマンドと自律メッセージが行う動作は、名前の先頭部分で見分けることができます。

表 1 TL1 コマンドと自律メッセージの動作

コマンドまたは自律メッセージの
先頭部分 動作 コマンド例

ACT- 有効化 ACT-USER

ALW- 許可 ALW-MSG-ALL

APPLY 適用 APPLY

CANC（自律メッセージ） レポート CANC（取り消されたセッションをレポート）

CANC- 取り消し CANC-USER

CHG- 変更 CHG-ACCMD-<MOD_TACC>

CLR- クリア CLR-COND-SECU

CONN- 接続 CONN-TACC-<MOD_TACC>

COPY- コピー COPY-IOSCFG

DISC- 接続解除 DISC-TACC

DLT- 削除 DLT-BLSR

ED- 編集 / 変更 ED-BITS

ENT- 入力 / 作成 ENT-BLSR

EX- 実行 EX-SW-<OCN_BLSR>

INH- 抑制 INH-MSG-ALL

INIT- 初期化 INIT-SYS

OPR- 操作 / 作成 OPR-LNK

REPT（自律メッセージ） レポート REPT ALM ENV

RLS- 解除 RLS-EXT-CONT

RMV- 取り外し RMV-<MOD2>

RST- 復元 RST-<MOD2>

RTRV- 取得 RTRV-COND-RING
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必要なコマンドまたは自律メッセージをいっそう明確化するには、動作が適用されるカテゴリ（BLSR、

クロス コネクトなど）を特定します。『Cisco ONS SONET TL1 Command Guide』では、コマンドと自律

メッセージが、影響を与える NE の領域に基づいて分類されています。たとえば、クロス コネクトを

作成、編集、または削除する場合は、クロス コネクトのカテゴリで適切なコマンドを探します。表 2

に、Cisco ONS 15454、ONS 15327、ONS 15310-CL、および ONS 15600 に適用される動作、カテゴリ、

およびコマンドの一部を示します。カテゴリ、コマンド、および自律メッセージの完全なリストは

『Cisco ONS SONET TL1 Command Guide』に記載されています。

「10 の基本コマンド」（p.11）では、TL1 コマンドの基本的な入力方法を理解していただくため、10 個

のコマンドについて詳しく説明します。

SCHED- スケジュール SCHED-PMREPT-<MOD2>

SET- 設定 SET-ATTR-ENV

SW- 切り替え SW-DX-EQPT

表 2 TL1 のカテゴリ例

目的の動作 対応するカテゴリ
適用できるコマンドまたは
自律メッセージ

2 ファイバまたは 4 ファイバの BLSR を作成 BLSR ENT-BLSR

VT パスのクロス コネクトを削除 クロス コネクト DLT-CRS-<PATH>

空調設備のアトリビュートを設定 環境アラームと環境制御 SET-ATTR-CONT

NE からカードを削除 機器 DLT-EQPT

NE からユーザをロックアウト セキュリティ INH-USER-SECU

BITS のアラームを確認 同期 REPT ALM BITS1

1. REPT ALM BITS は自律メッセージです。自律メッセージは、NE から自発的にトリガーされるか、NE ユーザによって
他のコマンドを使用してスケジュールされます。

NE の日付を変更 システム ED-DAT

テスト アクセス パス / ポイントを接続解除 トラブルシューティング

とテスト アクセス

DISC-TACC

STS パスの UPSR 保護切り替えを実行 保護 OPR-PROTNSW-<PATH>

STS パスの UPSR 保護切り替えを解除 保護 RLS-PROTNSW-<PATH>

表 1 TL1 コマンドと自律メッセージの動作（続き）

コマンドまたは自律メッセージの
先頭部分 動作 コマンド例
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6 10 の基本コマンド

ここでは、コマンドの使用方法を把握していただくため、10 個の基本コマンドについて説明します。

まず、TL1 セッションに接続してログインしている必要があります。コマンドの発行後は、コマンドが

正しく完了したことを、COMPLD 応答の受信で確認します。

（注） DENY を受け取った場合は、入力した構文が正しいかどうか調べてください。入力したコマン

ドが正しい場合は、『Cisco ONS SONET TL1 Command Guide』を参照して、入力したコマンドと

その構文について詳しい情報を確認してください。

• DS1 ポートの設定情報を変更する方法については、ED-T1（p.12）を参照してください。

• DS1 ポートの設定情報を取得する方法については、RTRV-T1（p.14）を参照してください。

• 特定の DS1 ポートのアラームをすべて取得する方法については、RTRV-ALM-T1（p.16）を参照し

てください。

• 特定の DS1 ポートの状態をすべて取得する方法については、RTRV-COND-T1（p.18）を参照して

ください。

• システムのアラームをすべて取得する方法については、RTRV-ALM-ALL（p.19）を参照してくだ

さい。

• システムの状態をすべて取得する方法については、RTRV-COND-ALL（p.21）を参照してください。

• DS1 ポートの実際の PM 値を取得する方法については、RTRV-PM-T1（p.22）を参照してください。

• DS1 ポートに設定されているスレッシュホールドを取得する方法については、RTRV-TH-T1（p.24）
を参照してください。

• ループバックを作成する方法については、OPR-LPBK-T1（p.25）を参照してください。

• ループバックを解除する方法については、RLS-LPBK-T1（p.26）を参照してください。

（注） TL1 の使用を終えたら、必ずログアウトしてください。「TL1 からのログアウト」（p.27） の手

順に従ってログアウトします。
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TL1 の完全な説明は、『Cisco ONS SONET TL1 Command Guide』および『Cisco ONS SONET TL1 Reference

Guide』を参照してください。コマンドのクイック リファレンス ガイドとしては、『Cisco ONS SONET

TL1 Command Quick Reference Guide』を参照してください。

ED-T1

DS1/T1 ポートに関連するアトリビュートを編集するには、ED-T1 コマンドを使用します。ED-T1 のカ

テゴリは「ポート」です。

入力形式：

ED-T1:[<TID>]:<AID>:<CTAG>:::[LINECDE=<LINECDE>],[FMT=<FMT>],[LBO=<LBO>],

[TACC=<TACC>],[TAPTYPE=<TAPTYPE>],[SOAK=<SOAK>],[SFBER=<SFBER>],

[SDBER=<SDBER>],[SYNCMSG=<SYNCMSG>],[SENDDUS=<SENDDUS>],

[RETIME=<RETIME>],[NAME=<NAME>],[MODE=<MODE>],[SYNCMAP=<SYNCMAP>],

[ADMSSM=<ADMSSM>],[VTMAP=<VTMAP>],[INHFELPBK=<INHFELPBK>],

[AISONLPBK=<AISONLPBK>],[CMDMDE=<CMDMDE>],[AISVONAIS=<AISVONAIS>],

[AISONLOF=<AISONLOF>]:[<PST>[,<SST>]];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• AID は、アクセス ID であり、スロットとポートを表します。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• LINECDE は、ライン コードです。値は AMI または B8ZS です。

• FMT は、フレーム形式です。値は D4、ESF、または unframed です。

• LBO は、ライン構築です。値は 0-131、132-262、263-393、394-524、または 525-655 です。

• TACC は、選択した一意の TAP 番号を持つテスト アクセス ポイントとして STS を定義します。

TAP 番号は 0 か、1 ～ 999 の範囲です。TACC を 0（ゼロ）にすると、TAP は削除されます。

• TAPTYPE は、テスト アクセス ポイントのタイプです。値は DUAL または SINGLE です。

• SOAK は、IS-AINS から IS へのソーク遷移時間（15 分間隔単位）です。値 4 は 1 時間のソーク時

間と解釈されます。指定可能な範囲は 0 ～ 192 間隔です（最大 48 時間）。

• SFBER は、ポートの SFBER を識別します。有効な値は 1E-3 ～ 1E-5 です。

• SDBER は、ポートの SDBER を識別します。有効な値は 1E-5 ～ 1E-9 です。
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• SYNCMSG は、同期ステータス メッセージです。値は NO または YES です。

• SENDDUS は、同期ステータス メッセージで、Don’t use for Synchronization（DUS）に設定されて

います。ONS 15454 および 15310-CL ではオプションで、ONS 15327 ではサポートされません。

• RETIME は、タイミングの取り直しが必要であるかどうかを示します。値は NO または YES です。

ONS 15454 および 15310-CL ではオプションで、ONS 15327 ではサポートされません。

• NAME は、名前です。長さは 32 文字までです。

• MODE は 、DS1MODE のタイプです。

• SNYCMAP は 、DS1 ファシリティの同期マッピングです。ONS 15454 でのみサポートされます。

• ADMSSM は、管理同期ステータス メッセージです。ONS 15454 でのみサポートされます。

• VTMAP は、該当する STS の VT マッピング タイプとポートの対応です。ONS 15454 でのみサポー

トされます。

• INHFELPBK は、ファシリティの遠端ループバックが禁止されているかどうかを示します。ONS
15454 でのみサポートされます。

• AISONLPBK は、AIS が送信されるループバックのタイプです。

• CMDMDE は、コマンド モードです。値は FRCD または NORM です。

• AISVONAIS は、有効または無効です。

• AISONLOF は、有効または無効です。

• PST は、プライマリ状態です。値は IS または OOS です。

• SST は、セカンダリ状態です。値は MT または AINS です。

入力例：

ED-T1:CISCO:FAC-2-1:1223:::LINECDE=AMI,FMT=ESF,LBO=0-131,TACC=8,

TAPTYPE=SINGLE,SOAK=10,SFBER=1E-4,SDBER=1E-6,SYNCMSG=Y,SENDDUS=Y,

RETIME=Y,NAME=“T1PORT”,MODE=FDL,SYNCMAP=ASYNC,ADMSSM=STU,

VTMAP=GR253,INHFELPBK=N,AISONLPBK=AIS_ON_LPBK_ALL,CMDMDE=CMDMDE,

AISVONAIS=Y,AISONLOF=Y:IS,AINS;
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RTRV-T1

DS1 ポートの設定情報を取得するには、RTRV-T1 コマンドを使用します。RTRV-T1 のカテゴリは「ポー

ト」です。

入力形式：

RTRV-T1:[<TID>]:<AID>:<CTAG>[::::];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• AID は、アクセス ID であり、スロットとポートを表します。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

入力例：

RTRV-T1:TID:FAC-2-1:1223;

応答形式：

   SID DATE TIME

M  CTAG COMPLD

   “<AID>::[LINECDE=<LINECDE>],[FMT=<FMT>],[LBO=<LBO>],[TACC=<TAP>],

   [TAPTYPE=<TAPTYPE>],[SOAK=<SOAK>],[SOAKLEFT=<SOAKLEFT>],[SFBER=<SFBER>],

   [SDBER=<SDBER>],[NAME=<NAME>],[SYNCMSG=<SYNCMSG>],[SENDDUS=<SENDDUS>],

   [RETIME=<RETIME>],[AISONLPBK=<AISONLPBK>],[AISVONAIS=<AISVONAIS>],

   [AISONLOF=<AISONLOF>],[MODE=<MODE>],[SYNCMAP=<SYNCMAP>],

   [ADMSSM=<ADMSSM>],[PROVIDESYNC=<PROVIDESYNC>],[VTMAP=<VTMAP>],

   [INHFELPBK=<INHFELPBK>]:<PST_PSTQ>,[<SSTQ>]”

;

• AID は、アクセス ID であり、スロットとポートを表します。

• LINECDE は、ライン コードです。値は AMI または B8ZS です。

• FMT は、フレーム形式です。値は D4、ESF、または unframed です。

• LBO は、ライン構築です。値は 0-131、132-262、263-393、394-524、または 525-655 です。

• TAP は、選択した一意の TAP 番号を持つテスト アクセス ポイントとして STS を定義します。TAP
番号は 0 か、1 ～ 999 の範囲です。TACC を 0（ゼロ）にすると、TAP は削除されます。

• TAPTYPE は、テスト アクセス ポイントのタイプです。値は DUAL または SINGLE です。
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• SOAK は、IS-AINS から IS へのソーク遷移時間（15 分間隔単位）です。値 4 は 1 時間のソーク時

間と解釈されます。指定可能な範囲は 0 ～ 192 間隔です（最大 48 時間）。

• SOAKLEFT は、OOS-AINS から IS への遷移における残り時間です（1 分間隔単位）。

• SFBER は、ポートの SFBER を識別します。有効な値は 1E-3 ～ 1E-5 です。

• SDBER は、ポートの SDBER を識別します。有効な値は 1E-5 ～ 1E-9 です。

• SYNCMSG は、同期ステータス メッセージです。値は NO または YES です。

• NAME は、名前です。

• SYNCMSG は、T1 ファシリティの同期ステータス メッセージが有効か無効かを示します。ONS
15454 および 15310-CL ではオプションで、ONS 15327 ではサポートされません。

• SENDDUS は、同期ステータス メッセージで、Don’t use for Synchronization（DUS）に設定されて

います。ONS 15454 および 15310-CL ではオプションで、ONS 15327 ではサポートされません。

• RETIME は、タイミングの取り直しが必要であるかどうかを示します。値は NO または YES です。

ONS 15454 および 15310-CL ではオプションで、ONS 15327 ではサポートされません。

• AISONLPBK は、AIS が送信されるループバックのタイプです。

• AISVONAIS は、有効または無効です。

• AISONLOF は、有効または無効です。

• MODE は、DS1MODE のタイプです。

• SNYCMAP は、DS1 ファシリティの同期マッピングです。ONS 15454 でのみサポートされます。

• ADMSSM は、管理同期ステータス メッセージです。ONS 15454 でのみサポートされます。

• PROVIDESYNC は、ファシリティに同期の機能があるかどうかを示します。ONS 15454 でのみサ

ポートされます。

• VTMAP は、該当する STS の VT マッピング タイプとポートの対応です。ONS 15454 でのみサポー

トされます。

• INHFELPBK は、ファシリティの遠端ループバックが禁止されているかどうかを示します。ONS
15454 でのみサポートされます。

• PST_PSTQ は、プライマリ状態です。

• SSTQ は、セカンダリ状態です。
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応答例：

   TID-000 1998-06-20 14:30:00

M  001  COMPLD

   “FAC-2-1::LINECDE=AMI,FMT=ESF,LBO=0-131,TACC=8,TAPTYPE=DUAL,SOAK=52,

   SOAKLEFT=12-25,SFBER=1E-4,SDBER=1E-7,NAME=\“T1 PORT\”,SYNCMSG=Y,

   SENDDUS=Y,RETIME=Y,AISONLPBK=AIS_ON_LPBK_ALL,AISVONAIS=Y,AISONLOF=Y,

   MODE=FDL,SYNCMAP=ASYNC,ADMSSM=STU,PROVIDESYNC=N,VTMAP=GR253,

   INHFELPBK=N:OOS-AU,AINS”

;

RTRV-ALM-T1

特定の E1 ポートのアラームをすべて取得するには、RTRV-ALM-T1 コマンドを使用します。

RTRV-ALM-T1 コマンドは、『Cisco ONS SONET TL1 Command Guide』では RTRV-ALM-<MOD2ALM>

として記載されています。T1 は、指定可能な選択肢のうちの 1 つです。RTRV-ALM-T1 のカテゴリは

「障害」です。

入力形式：

RTRV-ALM-<MOD2ALM>:[<TID>]:<AID>:<CTAG>::[<NTFCNCDE>],[<CONDTYPE>],

[<SRVEFF>][,,,];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• AID は、アクセス ID であり、スロットとポートを表します。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• NTFCNCDE は、2 文字の通知コードです。値は CL（クリア済み）、CR（クリティカル）、MJ（メ

ジャー）、MN（マイナー）、NA（アラームなし）、または NR（通知なし）です。

• CONDTYPE は、アラーム状態です。

• SRVEFF は、アラーム状態に起因するサービスへの影響です。値は NSA（サービスに影響なし）ま

たは SA（サービスに影響あり）です。
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入力例：

RTRV-ALM-OC12:ELDRIDGE:FAC-5-1:225::MN,SD,SA;

応答形式：

   SID DATE TIME 

M    CTAG COMPLD

   “<AID>,[<AIDTYPE>]:<NTFCNCDE>,<CONDTYPE>,<SRVEFF>,[<OCRDAT>],

   [<OCRTM>],,:[<DESC>]”

;

• AID は、該当のポートを示します。

• AIDTYPE は、ポートのタイプを示します。

• NTFCNCDE は、2 文字の通知コードです。値は CL（クリア済み）、CR（クリティカル）、MJ（メ

ジャー）、MN（マイナー）、NA（アラームなし）、または NR（通知なし）です。

• CONDTYPE は、アラーム状態のタイプです。

• SRVEFF は、アラーム状態に起因するサービスへの影響です。値は NSA（サービスに影響なし）ま

たは SA（サービスに影響あり）です。

• OCRDAT は、特定のイベントまたは違反が発生したときの日付です。

• OCRTM は、特定のイベントまたは違反が発生したときの時刻です。

• DESC は、状態の説明です。

応答例：

   TID-000 1998-06-20 14:30:00

M  001 COMPLD

   “FAC-5-1,OC12:MJ,SD,SA,09-05,12-30-20,,:\“BER AT SIGNAL DEGRADE LEVEL\”,”

;
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RTRV-COND-T1

特定の DS1 ポートのアラーム状態をすべて取得するには、RTRV-COND-T1 コマンドを使用します。

RTRV-COND-T1 コマンドは、『Cisco ONS SONET TL1 Command Guide』では RTRV-COND-<MOD2ALM>

として記載されています。T1 は、指定可能な選択肢のうちの 1 つです。RTRV-COND-T1 のカテゴリは

「障害」です。

入力形式：

RTRV-COND-<MOD2ALM>:[<TID>]:<AID>:<CTAG>::[<TYPEREQ>][,,,];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• AID は、アクセス ID であり、スロットとポートを表します。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• TYPEREQ は、取得する状態のタイプです。ヌル値は ALL と同等です。

入力例：

RTRV-COND-T1:TID:FAC-2-1:229::LOS;

応答形式：

   SID DATE TIME 

M    CTAG COMPLD

   “<AID>,[<AIDTYPE>]:[<NTFCNCDE>],<TYPEREP>,[<SRVEFF>],[<OCRDAT>],

   [<OCRTM>],,,[<DESC>]”

;

• AID は、該当のポートを示します。

• AIDTYPE は、ポートのタイプを示します。

• NTFCNCDE は、2 文字の通知コードです。値は CL（クリア済み）、CR（クリティカル）、MJ（メ

ジャー）、MN（マイナー）、NA（アラームなし）、または NR（通知なし）です。

• TYPEREP は、状態そのものです。

• SRVEFF は、アラーム状態に起因するサービスへの影響です。値は NSA（サービスに影響なし）ま

たは SA（サービスに影響あり）です。

• OCRDAT は、日付です（オプション）。
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• OCRTM は、時刻です（オプション）。

• DESC は、状態の説明です。

応答例：

   TID-000 1998-06-20 14:30:00

M  001 COMPLD

   “FAC-2-1,T1:CR,LOS,SA,01-01,16-00-20,,,\“LOS OF SIGNAL\””

;

RTRV-ALM-ALL

システムのアラームをすべて取得するには、RRTRV-ALM-ALL コマンドを使用します。

RTRV-ALM-ALL のカテゴリは「障害」です。

入力形式：

RTRV-ALM-ALL:[<TID>]:[<AID>]:<CTAG>::[<NTFCNCDE>],[<CONDITION>],[<SRVEFF>][,,,];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• AID はアクセス ID で、値は ALL です。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• NTFCNCDE は、2 文字の通知コードです。値は CL（クリア済み）、CR（クリティカル）、MJ（メ

ジャー）、MN（マイナー）、NA（アラームなし）、または NR（通知なし）です。

• CONDITION は、アラーム状態のタイプです。

• SRVEFF は、アラーム状態に起因するサービスへの影響です。値は NSA（サービスに影響なし）ま

たは SA（サービスに影響あり）です。

入力例：

RTRV-ALM-ALL:COTATI:ALL:229::MN,PWRRESTART,NSA;
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応答形式：

   SID DATE TIME 

M  CTAG COMPLD

   “[<AID>],[<AIDTYPE>]:<NTFCNCDE>,<CONDTYPE>,<SRVEFF>,<OCRDAT>,

   <OCRTM>,,:[<DESC>],[<AIDDET>]”

;

• AID は、該当のポートを示します。

• AIDTYPE は、ポートのタイプを示します。

• NTFCNCDE は、2 文字の通知コードです。値は CL（クリア済み）、CR（クリティカル）、MJ（メ

ジャー）、MN（マイナー）、NA（アラームなし）、または NR（通知なし）です。

• CONDTYPE は、アラーム状態のタイプです。

• SRVEFF は、アラーム状態に起因するサービスへの影響です。値は NSA（サービスに影響なし）ま

たは SA（サービスに影響あり）です。

• OCRDAT は、日付です。

• OCRTM は、時刻です。

• DESC は、状態の説明です。

• AIDDET は、補助的な機器 ID です。

応答例：

   TID-000 1998-06-20 14:30:00

M   001 COMPLD

   “SLOT-2,EQPT:MN,PWRRESTART,NSA,08-01,14-25-59,,:\“POWER FAIL RESTART\”,DS1-14”

;
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RTRV-COND-ALL

システムの状態をすべて取得するには、RRTRV-COND-ALL コマンドを使用します。RTRV-COND-ALL

のカテゴリは「障害」です。

入力形式：

RTRV-COND-ALL:[<TID>]:[<AID>]:<CTAG>::[<TYPEREQ>][,,,];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• AID はアクセス ID で、値は ALL です。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• TYPEREQ は、取得する状態のタイプです。ヌル値は ALL と同等です。

入力例：

RTRV-COND-ALL:TID:ALL:229::LOS;

応答形式：

   SID DATE TIME 

M    CTAG COMPLD

   “<AID>,[<AIDTYPE>]:[<NTFCNCDE>],<TYPEREP>,[<SRVEFF>],[<OCRDAT>],

   [<OCRTM>],,,[<DESC>]”

;

• AID は、該当のポートを示します。

• AIDTYPE は、ポートのタイプを示します。

• NTFCNCDE は、2 文字の通知コードです。値は CL（クリア済み）、CR（クリティカル）、MJ（メ

ジャー）、MN（マイナー）、NA（アラームなし）、または NR（通知なし）です。

• TYPEREP は、状態そのものです。

• SRVEFF は、アラーム状態に起因するサービスへの影響です。値は NSA（サービスに影響なし）ま

たは SA（サービスに影響あり）です。

• OCRDAT は、日付です（オプション）。

• OCRTM は、時刻です（オプション）。

• DESC は、状態の説明です。
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応答例：

   TID-000 1998-06-20 14:30:00

M   001 COMPLD

   “FAC-2-1,OC3:CR,LOS,SA,01-01,16-02-15,,,\“LOS OF SIGNAL\””

;

RTRV-PM-T1

DS1 ポートの実際のパフォーマンス モニタリング値を取得するには、RTRV-PM-T1 コマンドを使用し

ます。RTRV-PM-T1 コマンドは、『Cisco ONS SONET TL1 Command Guide』では RTRV-PM-<MOD2> と

して記載されています。T1 は、指定可能な選択肢のうちの 1 つです。RTRV-PM-T1 のカテゴリは「パ

フォーマンス」です。

入力形式：

RTRV-PM-<MOD2>:[<TID>]:<AID>:<CTAG>::[<MONTYPE>],[<MONLEV>],[<LOCN>],

[<DIRECTION>],[<TMPER>],[<DATE>],[<TIME>];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• AID は、アクセス ID であり、スロットとポートを表します。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• MONTYPE は、監視対象のタイプです。ヌル値は ALL と同等です。

• MONLEV は、要求する監視対象パラメータの識別レベルを指定します。MONLEV の形式は

LEVEL-DIRN です。LEVEL は、監視対象のパラメータ（MONVAL）で計測される値、DIRN は
DIRN のタイプです。ヌル値は 1-UP と解釈されます。これは、1 以上の値だけを示すことを表しま

す。

• LOCN は場所を示します。ヌル値は NEND と解釈されます。

• DIRECTION は、AID で識別されるエンティティを基準とした、PM の相対的な方向です。DIRN の
デフォルトは ALL で、PM 方向とは関係なく、すべてのレジスタの内容が取得されます。値は BTH
（両方）、RCV（受信）、または TRMT（送信）です。

• TMPER は、PM 情報を取得する累積期間です。ヌル値は 15-MIN（15 分）と解釈されます。
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• DATE は、PM の開始日か、または TMPER で指定したストレージ レジスタ期間です。DATE の形

式は MM-DD です。MM（月）の範囲は 1 ～ 12、DD（日付）の範囲は 1 ～ 31 です。ヌル値は現在

の日付と解釈されます。

• TIME は、PM の開始時刻か、または TMPER で指定したストレージ レジスタ期間です。TIME の
形式は HH-MM です。HH（時刻）の範囲は 0 ～ 23、MM（分）の範囲は 0 ～ 59 です。ヌル値は、

現在の時間（HH-MM）と解釈されます。

入力例：

RTRV-PM-T1:TID:FAC-2-1:123::CVL,10-UP,NEND,BTH,15-MIN,04-11,12-45;

応答形式：

   SID DATE TIME 

M    CTAG COMPLD

   “<AID>,[<AIDTYPE>]:<MONTYPE>,<MONVAL>,[<VLDTY>],[<LOCN>],[<DIRECTION>],

   [<TMPER>],[<MONDAT>],[<MONTM>]”

;

• AID は、該当のポートを示します。

• AIDTYPE は、ポートのタイプを示します。

• MONTYPE は、スレッシュホールドのタイプを示します。

• MONVAL は、値を示します。

• VLDTY は、完全な PM 値が返されたかどうかを示します。

• LOCN は、場所を示します。

• DIRECTION は、方向です。

• TMPER は、累積期間です。

• MONDAT は、日付です。

• MONTM は、時刻です。

応答例：

   TID-000 1998-06-20 14:30:00

M  001 COMPLD

   “FAC-2-1,DS1-14:CVL,21,COMPL,NEND,RCV,15-MIN,04-11,12-45”

;
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RTRV-TH-T1

DS1 ポートに設定されているスレッシュホールドを取得するには、RTRV-TH-T1 コマンドを使用しま

す。RTRV-TH-T1 コマンドは、『Cisco ONS SONET TL1 Command Guide』では RTRV-TH-<MOD2> とし

て記載されています。T1 は、指定可能な選択肢のうちの 1 つです。RTRV-TH-T1 のカテゴリは「パ

フォーマンス」です。

入力形式：

RTRV-TH-<MOD2>:[<TID>]:<AID>:<CTAG>::[<MONTYPE>],[<LOCN>],<TMPER>[::];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• AID は、アクセス ID であり、スロットとポートを表します。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• MONTYPE は、監視対象のタイプです。ヌル値は ALL と同等です。

• LOCN は場所です。ヌル値は NEND と解釈されます。値は、NEND（近端）または FEND（遠端）です。

• TMPER は累積期間を示します。ヌル値は 15-MIN（15 分）と解釈されます。

入力例：

RTRV-TH-T3:CISCO:FAC-1-3:1234::CVL,NEND,15-MIN;

応答形式：

   SID DATE TIME

M  CTAG COMPLD

   “<AID>,[<AIDTYPE>]:<MONTYPE>,[<LOCN>],,<THLEV>,[<TMPER>]”

;

• AID はアクセス ID で、値は ALL です。

• AIDTYPE は、AID のタイプを示します。

• MONTYPE は、監視対象のタイプを示します。

• LOCN は、場所です。

• THLEV は、スレッシュホールド値です。

• TMPER は、PM 情報を取得する累積期間です。
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出力例：

   TID-0001998-06-20 14:30:00

M  001 COMPLD

  “FAC-1-3,DS3:CVL,NEND,,1,15-MIN”

;

OPR-LPBK-T1

ループバックを確立するには、OPR-LPBK-T1 コマンドを使用します。OPR-LPBK-T1 コマンドは、『Cisco

ONS SONET TL1 Command Guide』では OPR-LPBK-<MOD2> として記載されています。T1 は、指定可

能な選択肢のうちの 1 つです。OPR-LPBK-T1 のカテゴリは「トラブルシューティングとテスト アクセ

ス」です。

入力形式：

OPR-LPBK-<MOD2>:[<TID>]:<AID>:<CTAG>::[<LOCATION>],,,[<LPBKTYPE>];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• AID は、アクセス ID です。有効な値は Facility、DS1、および STS です。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• LOCATION は、ループバック確立の操作が行われる場所です。

• LPBKTYPE は、ループバックのタイプです（オプション）。LPBKTYPE の値は、FACILITY または

TERMINAL です。

入力例：

OPR-LPBK-DS1:PTREYES:DS1-4-1-2-13:203::NEND,,,FACILITY;
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RLS-LPBK-T1

ループバックを解除するには、RLS-LPBK-T1 コマンドを使用します。RLS-LPBK-T1 コマンドは、『Cisco

ONS SONET TL1 Command Guide』では RLS-LPBK-<MOD2> として記載されています。T1 は、指定可能

な選択肢のうちの 1 つです。RLS-LPBK-T1 のカテゴリは「トラブルシューティングとテスト アクセス」

です。

入力形式：

RLS-LPBK-<MOD2>:[<TID>]:<SRC>:<CTAG>::[<LOCATION>],,,[<LPBKTYPE>];

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、TID に何も指

定しません。

• SRC は、アクセス ID です。有効な値は Facility、DS1、および STS です。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

• LOCATION は、ループバック解除の操作が行われる場所です。

• LPBKTYPE は、ループバックのタイプです（オプション）。LPBKTYPE の値は、FACILITY または

TERMINAL です。

入力例：

RLS-LPBK-DS1:PTREYES:DS1-4-1-2-13:203::NEND,,,FACILITY;
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7 TL1 からのログアウト

TL1 の使用を終えたら、必ずセッションからログアウトしてください。TL1 からのログアウトは、セッ

ションごとに一度だけ必要です。

ステップ 1 CTC から TL1 にログインした場合は、Disconnect ボタンを押してログアウトするか、ま

たは次の手順に示すように CANC-USER コマンドを発行してログアウトします。

Telnet またはクラフト インターフェイスで TL1 にログインした場合は、CANC-USER コ

マンドを発行してログアウトします。

入力形式：

CANC-USER:[<TID>]:<USERID>:<CTAG>;

• TID は、アクセスするノードの名前です。接続したノードに照会するだけの場合は、
TID に何も指定しません。

• USERID は、ユーザ ID です。英数字で最大 10 文字です。

• CTAG は、空白以外の任意の文字列です。一意である必要はありません。

入力例：

CANC-USER:PETALUMA:DXT:100;

ステップ 2 コマンドが正しく完了したことを、COMPLD 応答の受信で確認します。

応答例：

   TID001 03-07-22 02:45:12

M  100 COMPLD

 ;
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8 マニュアルの入手方法

シスコ製品のマニュアルおよびその他の資料は、Cisco.com で入手することができます。また、テクニ

カル サポートおよびその他のテクニカル リソースは、さまざまな方法で入手することができます。こ

こでは、シスコ製品に関する技術情報を入手する方法について説明します。

Cisco.com

シスコの最新のマニュアルは、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/techsupport

シスコの Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com 

http://www.cisco.com/jp

シスコの Web サイトの各国語版へは、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

Product Documentation DVD

シスコ製品のマニュアルおよびその他の資料は、製品に付属の Product Documentation DVD パッケージ

でご利用いただけます。Product Documentation DVD は定期的に更新されるので、印刷資料よりも新し

い情報が得られます。

Product Documentation DVD は、ポータブル メディアに収容された、技術的な製品マニュアルの総合的

なライブラリです。この DVD を使用すると、シスコ製品の各種バージョンのハードウェアのインスト

レーション、ソフトウェアのインストール、設定、およびコマンドに関するガイドにアクセスし、HTML

で技術マニュアルを表示できます。DVD を使用することで、インターネットに接続しなくてもシスコ

の Web サイトと同じマニュアルを参照できます。製品によっては、マニュアルの PDF バージョンも用

意されています。

Product Documentation DVD は単一製品として、または購読契約で入手できます。Cisco.com（Cisco Direct

Customers）に登録されている場合、Ordering ツールまたは Cisco Marketplace から Product Documentation

DVD（Customer Order Number DOC-DOCDVD=）を発注できます。

http://www.cisco.com/techsupport
http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
http://www.cisco.com/jp
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Cisco Ordering ツール：

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/

Cisco Marketplace：

http://www.cisco.com/go/marketplace/

マニュアルの発注方法

Cisco.com に登録されている場合、2005 年 6 月 30 日から、次の URL にある Cisco Marketplace の Product

Documentation Store でシスコ製品のマニュアルを発注できます。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

Ordering ツールを使用したマニュアルの発注も引き続きサポートされています。

• Cisco.com（Cisco Direct Customers）に登録されている場合、Ordering ツールからマニュアルを発注

できます。次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/

• Ordering ツールを使用したマニュアルの発注方法については、次の URL を参照してください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm

• Cisco.com に登録されていない場合、製品を購入された代理店へお問い合わせください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/
http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm
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9 シスコ製品のセキュリティ

シスコでは、無償の Security Vulnerability Policy ポータルを次の URL で提供しています。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html

このサイトから、以下のタスクを実行できます。

• シスコ製品における脆弱性を報告する。

• シスコ製品のセキュリティ問題に対する支援を受ける。

• シスコからのセキュリティ情報を入手するために登録を行う。

シスコ製品に関するセキュリティ勧告および注意のリストが以下の URL で確認できます。

http://www.cisco.com/go/psirt

勧告および注意事項が変更された際に、リアルタイムで確認したい場合は、以下の URL から Product

Security Incident Response Team Really Simple Syndication（PSIRT RSS）にアクセスできます。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_psirt_rss_feed.html

シスコ製品のセキュリティ問題の報告

シスコでは、安全な製品を提供することを目指しています。製品のリリース前に社内でテストを実施

し、すべての脆弱性を迅速に修正するように努めております。お客様がシスコ製品の脆弱性を発見し

たと思われる場合は、次の PSIRT にご連絡ください。

• 緊急度の高い問題 ― security-alert@cisco.com

緊急度の高い問題とは、システムが激しい攻撃を受けている状態、または急を要する深刻なセキュ
リティの脆弱性を報告する必要がある状態を指します。それ以外の状態はすべて、緊急度の低い問
題とみなされます。

• 緊急度の低い問題 ― psirt@cisco.com

緊急度の高い問題の場合、次の電話番号で PSIRT に問い合わせることができます。

• 1 877 228-7302

• 1 408 525-6532

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.html
http://www.cisco.com/go/psirt
http://www.cisco.com/en/US/products/products_psirt_rss_feed.html
mailto:security-alert@cisco.com
mailto:psirt@cisco.com
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ヒント お客様が第三者に知られたくない情報をシスコに送信する場合、Pretty Good Privacy（PGP）
または PGP と互換性のある製品を使用して情報を暗号化することを推奨します。PSIRT
は、PGP バージョン 2.x ～ 8.x と互換性のある暗号化情報を取り扱うことができます。

無効な暗号鍵または失効した暗号鍵は使用しないでください。PSIRT と通信する際は、次

の URL にある Security Vulnerability Policy ページの Contact Summary にリンクされている

有効な公開鍵を使用してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.htm

このページのリンクに、現在使用されている PGP 鍵の ID があります。

http://www.cisco.com/en/US/products/products_security_vulnerability_policy.htm
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10 テクニカル サポート

Cisco Technical Support では、評価の高い 24 時間体制のテクニカル サポートを提供しています。

Cisco.com の Cisco Technical Support & Documentation Web サイトでは、広範囲にわたるオンラインでの

サポート リソースを提供しています。さらに、シスコシステムズとサービス契約を結んでいる場合は、

Technical Assistance Center（TAC）のエンジニアによる電話サポートも提供されます。シスコシステム

ズとサービス契約を結んでいない場合は、リセラーにお問い合わせください。

Cisco Technical Support & Documentation Web サイト

Cisco Technical Support & Documentation Web サイトでは、オンラインで資料やツールを利用して、トラ

ブルシューティングやシスコ製品およびテクノロジーに関する技術上の問題の解決に役立てることが

できます。この Web サイトは 24 時間ご利用いただけます。次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/techsupport

Cisco Technical Support & Documentation Web サイト上のツールにアクセスする際は、いずれも Cisco.com

のログイン ID およびパスワードが必要です。サービス契約が有効で、ログイン ID またはパスワード

を取得していない場合は、次の URL で登録手続きを行ってください。

http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do

（注） テクニカル サポートにお問い合わせいただく前に、Cisco Product Identification（CPI）ツールを

使用して、製品のシリアル番号をご確認ください。CPI ツールへは、Documentation & Tools の
下にある Tools & Resources リンクをクリックして、Cisco Technical Support & Documentation
Web サイトからアクセスできます。Alphabetical Index ドロップダウン リストから Cisco Product
Identification Tool を選択するか、Alerts & RMAs の下にある Cisco Product Identification Tool
リンクをクリックしてください。CPI ツールは、製品 ID またはモデル名、ツリー表示、また

は特定の製品に対する show コマンド出力のコピー & ペーストによる 3 つの検索オプションを

提供します。検索結果には、シリアル番号のラベルの場所がハイライトされた製品の説明図が

表示されます。テクニカル サポートにお問い合わせいただく前に、製品のシリアル番号のラ

ベルを確認し、メモなどに控えておいてください。

http://www.cisco.com/techsupport
http://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
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Japan TAC Web サイト

Japan TAC Web サイトでは、利用頻度の高い TAC Web サイト（http://www.cisco.com/tac）のドキュメン

トを日本語で提供しています。Japan TAC Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

サポート契約を結んでいない方は、「ゲスト」としてご登録いただくだけで、Japan TAC Web サイトの

ドキュメントにアクセスできます。

Japan TAC Web サイトにアクセスするには、Cisco.com のログイン ID とパスワードが必要です。ログイ

ン ID とパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続きを行ってください。

http://www.cisco.com/jp/register/

Service Request ツールの使用

オンラインの TAC Service Request ツールを使えば、S3 および S4 の問題について最も迅速にテクニカ

ル サポートを受けられます（ネットワークの障害が軽微である場合、あるいは製品情報が必要な場合）。

TAC Service Request ツールに状況を入力すると、推奨される解決方法が提示されます。これらの推奨リ

ソースを使用しても問題が解決しない場合は、シスコの技術者が対応します。TAC Service Request ツー

ルは次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest

問題が S1 または S2 であるか、インターネットにアクセスできない場合は、電話で TAC にご連絡くだ

さい（運用中のネットワークがダウンした場合、あるいは重大な障害が発生した場合）。S1 および S2

の問題には シスコの技術者がただちに対応し、業務を円滑に運営できるよう支援します。

電話でテクニカル サポートを受ける際は、次の番号のいずれかをご使用ください。

アジア太平洋：+61 2 8446 7411（オーストラリア：1 800 805 227）

EMEA：+32 2 704 55 55

米国： 1 800 553-2447

TAC の連絡先一覧については、次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/techsupport/contacts

http://www.cisco.com/techsupport/servicerequest
http://www.cisco.com/techsupport/contacts
http://www.cisco.com/tac
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/jp/register/
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問題の重大度の定義

すべての問題を標準形式で報告するために、問題の重大度を定義しました。

重大度 1（S1） ― ネットワークがダウンし、業務に致命的な損害が発生する場合。24 時間体制であら

ゆる手段を使用して問題の解決にあたります。

重大度 2（S2） ― ネットワークのパフォーマンスが著しく低下、またはシスコ製品のパフォーマンス低

下により業務に重大な影響がある場合。通常の業務時間内にフルタイムで問題の解決にあたります。

重大度 3（S3） ― ネットワークのパフォーマンスが低下しているが、ほとんどの業務運用が機能してい

る場合。通常の業務時間内にサービスの復旧を行います。

重大度 4（S4） ― シスコ製品の機能、インストレーション、基本的なコンフィギュレーションについ

て、情報または支援が必要で、業務への影響がほとんどまたはまったくない場合。
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11 その他の資料および情報の入手方法

シスコの製品、テクノロジー、およびネットワーク ソリューションに関する情報について、さまざま

な資料をオンラインおよび印刷物で入手することができます。

• Cisco Marketplace では、さまざまなシスコの書籍、参考資料、マニュアル、およびロゴ入り商品を

提供しています。Cisco Marketplace には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/marketplace/

• Cisco Press では、ネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を幅広く発行しています。初心

者から上級者まで、さまざまな読者向けの出版物があります。Cisco Press の最新の出版情報などに

ついては、次の URL からアクセスしてください。

http://www.ciscopress.com

• 『Packet』は、シスコシステムズが発行するテクニカル ユーザ向けの季刊誌で、インターネットや

ネットワークへの投資を最大限に活用するのに役立ちます。『Packet』には、ネットワーク分野の

最新動向、テクノロジーの進展、およびシスコの製品やソリューションに関する記事をはじめ、

ネットワークの配置やトラブルシューティングのヒント、設定例、お客様の事例研究、認定やト

レーニングに関する情報、および多数の詳細なオンライン リソースへのリンクが盛り込まれてい

ます。『Packet』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/packet

• 『iQ Magazine』は、シスコのテクノロジーを使って収益の増加、ビジネス効率の向上、およびサー

ビスの拡大を図る方法について学ぶことを目的とした、シスコシステムズが発行する成長企業向け

の季刊誌です。この季刊誌は、実際の事例研究や事業戦略を用いて、これら企業が直面するさまざ

まな課題や、問題解決の糸口となるテクノロジーを明確化し、テクノロジーの投資に関して読者が

正しい決断を行う手助けをします。『iQ Magazine』には、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/iqmagazine

または次の URL でデジタル版をご覧いただけます。

http://ciscoiq.texterity.com/ciscoiq/sample/

• 『Internet Protocol Journal』は、インターネットおよびイントラネットの設計、開発、運用を担当す

るエンジニア向けに、シスコシステムズが発行する季刊誌です。『Internet Protocol Journal』には、

次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/ipj

http://www.cisco.com/go/marketplace/
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco.com/packet
http://www.cisco.com/go/iqmagazine
http://ciscoiq.texterity.com/ciscoiq/sample/
http://www.cisco.com/ipj
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• シスコシステムズが提供するネットワーク製品およびカスタマー サポート サービスについては、

次の URL にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/products/index.html

• Networking Professionals Connection は、ネットワーキング専門家がネットワーキング製品やネット

ワーキング技術に関する質問、提案、情報をシスコの専門家および他のネットワーキング専門家と

共有するためのインタラクティブな Web サイトです。ディスカッションに参加するには、次の URL
にアクセスしてください。

http://www.cisco.com/discuss/networking

• シスコシステムズは最高水準のネットワーク関連のトレーニングを実施しています。トレーニング

の最新情報については、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html

http://www.cisco.com/en/US/products/index.html
http://www.cisco.com/discuss/networking
http://www.cisco.com/en/US/learning/index.html
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